
コース２１ 中央
ちゅうおう

分水嶺
ぶんすいれい

トレイル 

リーダー   ＣＬ T/K   ＳＬ J/N  

実 施 日   平成 2９年 ６月１７日（土）  天 候 晴れ  グレード  Ｂ   

参 加 者   ２３人（男性 ４ 女性 １９）    

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

荻川駅東口  5：55 新津駅西口,区役所経由,東部湯ノ丸高原ＩＣ 

道の駅やすらぎ 10：30 10：40 休憩 

エコバレースキー場 P 11：05 11：15 登山準備、登山開始 

西林道分岐 11：55 12：00 休憩、ここよりレンゲツツジの大群生地 

大 笹 峰 12：40 13：20 昼食、記念撮影、360°の大パノラマ 

山彦谷 南の耳 13：55 14：00 最高峰(1838m)記念撮影、360°大パノラマ 

殿城山分岐  14：30 14：35 休憩、殿城山でレンゲツツジの大群生地終了 

殿城山登山口ゲート前 15：30 15：50 下山口 東部湯の丸ＩＣより高速道に入る。 

米山ＳＡ 19：00 19：10 休憩 

荻川駅東口 20：55  区役所,新津駅西口経由,55 分遅れで到着 

山行等概要（幹事のコメント）     

・現地は晴天、トレッキング日和

の様子。２５名参加予定が、前

日に１名、当日１名の２名キャ

ンセルで、２３名で予定時刻に

出発。 

・途中米山ＳＡ、小布施ＳＡに立

ち寄り、東部湯の丸ＩＣで高速

道から出るが、安全運転？で他

の車に追い越され、車内から不

満の声が聞こえる。運転手さん

も予定より 20 分遅れている

ことを承知の様子。 

・少し遅れて現地に到着。少しで

も遅れを取り戻そうとすぐ出

発。西林道分岐で休憩を取り登山道に入る。待望のツツジがちらほらお出まし、が、枯れ木が目

立ち花の咲きが悪い。気になりながら大笹峰に着くと、昼食中６人の人達が言うには、今年は霜

のためレンゲツツジの咲きが悪いとのこと。 

・大パノラマの大笹峰で、記念撮影をし、北の耳から南の耳へと向う。登山道の両側にはレンゲツ

ツジの大群生だが、茶色くなった木が多く残念、来年は元気な木になればいいと思う。最高峰の

南の耳からは眼下に八島湿原、遠くには北アルプス、特に切り立った槍ヶ岳が目に入る。資料で

は富士山も望めると記載されているが、残念だが今日は見ることが出来ない。しかし、360°の

大パノラマ何度来ても素晴らしい。そして今日の晴天に感謝し、殿城山分岐へと向かう。 

・南の耳を出発すると親子３人に出会う。今日はまだ１２人とすれ違っただけで、参考資料に記載

されているように渋滞や人混みに関係なくゆっくり散策できる。30 分程で殿城山分岐に到着す

最高峰山彦谷南の耳(1838m) 

山頂にて 

 



るとトレイルランニング中の 10 人位の若い男の人達に出会う。お互いに頑張ってねと声を交わ

し殿城山登山口へと下山開始。またしてもレンゲツツジの大群生、あまり霜の被害がなかったの

か大笹峰や北の耳の花よりきれいに咲いている。昨年 28 年の霧ヶ峰も良かったし、今年の姫木

平は少し残念だったが、来年 30 年は八ヶ岳山麓トレイルも良いのでないかと考えながら歩いて

いると、殿城山登山口のゲートに到着。会長に下山報告をし、帰路につく。 

終点荻川に 55 分遅れで、20 時 55 分に到着。レンゲツツジは残念だったが、大パノラマに

感動したトレッキングでした。参加してくださった皆さん、サブリーダー、会計さん、班長さん、

ご協力ありがとうございました。             

 

「中央分水嶺トレイル」に参加して 

(1590)K/N                                               

快晴です。バスは順調にと思いましたが３０分くらい遅れて、エコバレースキー場へ靴を履きか

え、さあ出発です。なだらかな坂道を上ってハイキングコースを行くと、カラマツ林とカラマツの

植林、それを鹿の被害から守るためでしょうか、高い網でかこってあるのが目につきます。 

 歩く両脇には笹にまじってレンゲツツジが咲いています。地元の人の話では、今年は天候不順で

霜にやられて良くないとの

事でしたが、私たちの目を

オレンジ色が和ませてくれ

ます。少しずつ坂が急にな

り、登りきると山頂休憩所、

標高１ ,８０７Ｍの大笹峰

です。 

１時間もかからなかった気

がします。ここで楽しい昼

食タイム、食べながら目の

前に車山、白樺湖、八ヶ岳

連峰、その北端の独立峰・

諏訪富士とも呼ばれる蓼科

山がそびえ立っています。

そのまま目を横にやると浅

間山、後ろを振り返れば槍

ヶ岳、そこから南岳までの登山道をたどるととても良いとの事です。私には夢のまた夢ですが？ 

 ここから次の北の耳 １,８２９Ｍ、南の耳１,８３８Ｍをめざし、その間に八島湿原も見えまし

た。笹に囲まれた１本道を急な下り、上り、ガレ場などに注意して殿城山を経て車山と姫木平の分

岐点に、そこで２０名位のトレイルランをしている若い人たちに会いました。これからまだ２４キ

ロ位、ランをするとのこと、ガンバッテ。 

 分岐点を左に折れ、１本道を足元に注意しながら（石がゴロゴロ滑りやすいところ有リ）バスの

待つところへ。富士山は見えませんでしたが気持ち良い風にふかれ、３６０度山が見られて良かっ

たです。それと帰り、米山ＳＡで日本海に沈む夕日も本当にきれいでした。 

 リーダーはじめ皆様ありがとうございました。感謝します。 

大笹峰(1807m)にて 後方は蓼科山 

 


